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１．研究計画の概要 
⑴心臓血管外科手術時に摘出された検体と
同患者からのデンタルプラーク検体におけ
る口腔細菌の存在の分析 
⑵ In vitro 実験系における口腔細菌の心臓
血管系への病原性の解析 
⑶動物モデルにおける口腔細菌の心臓血管
系への病原性の解析 
⑷心臓血管疾患に対する高リスク菌種・菌株
保有者の簡易同定法の確立 
⑸ S. mutans 血清型 k 型株のゲノム解析 
 
２．研究の進捗状況 
⑴現在まで，約 300 症例の心臓血管外科手術
時に摘出された心臓弁および大動脈瘤検体
から細菌 DNA を採取し，PCR 法によって口腔
細菌の存在を分析してきた．その結果，う蝕
原性細菌である S. mutans が高頻度に検出
されたため，その血清型を決定すると，口腔
内に高頻度に存在する c 型以外の血清型が
多く検出された． 
⑵感染性心内膜炎患者および抜歯後菌血液
症を生じた患者の血液より分離された S. 
mutans 菌株を用いて，様々な分析をin vitro
実験系および動物実験系を用いて検討を行
った．その結果，それらの株に共通して，表
層タンパク抗原が変異していることや，その
結果貪食作用を逃れやすいことが明らかに
なった．また，これらの株では，口腔に存在
する S. mutans の大部分では存在していない
コラーゲン結合タンパクを保有している株
が多いことが明らかになった． 
⑶約 50 株において，コラーゲン結合タンパ
クをコードする遺伝子の全配列を明らかに
し，それらに共通する性状を見いだした．そ

の配列を利用して，唾液やデンタルプラーク
検体中にコラーゲン結合タンパクを有する S. 
mutans が存在するかどうかを検出できる方
法を確立した． 
⑷ これまでに特定した S. mutans NN2025 株
における約 200万塩基におよぶ配列における
情報をもとに，S. mutans LJ23 株（k 型）に
おける全遺伝子配列の決定作業がほぼ終了
している．現在，既知のデータとの比較検討
から，血液中において病原性が高いと考えら
れる k 型株の遺伝子学的性状の分析に取り
組んでいる． 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している． 
（理由） 
本研究課題は，う蝕原性細菌における循環器
疾患に対する病原因子の解析を４年間にわ
たり遂行する計画であった．これまでの３年
間の研究活動から，予定していたほとんどの
項目の検討が終了しているか，もしくは終了
間際である．現時点では，確立した心臓血管
疾患に対する高リスク菌種・菌株保有者の簡
易同定法を，大規模試験で検討することが残
されている．また，ゲノム解析もほとんど終
了おり，既知のデータとの比較検討を残すの
みとなっている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
⑴確立した高リスク菌種・菌株保有者の簡易
同定法の大規模試験における検討 
⑵決定した S. mutans 血清型 k 型株の全遺
伝子配列と既知の株におけるデータとの比
較検討 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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